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リスク総点検
管理番号

リスク存在箇所 リスク内容 対応概要
今回の
ｽﾃｲﾀｽ

９３～１０２
溜まり水のある
トレンチ

・津波による建屋滞留水増加
により溢水
・トレンチ壁の劣化等により
地中に漏出

• 建屋に接続しているトレンチにつ
いては溜まり水点検結果等に基づ
き，汚染水の漏えいリスクや建屋
への水流入リスク，現場状況を勘
案し，順次，溜まり水除去・充填
の対応を実施。

対策
実施
中

• 2015年4月，液体及びダストを中心に敷地境界外に影響を与える可能性が
あるリスクを広く対象としたリスク総点検を実施し，リスク低減対策の取
組みは，環境変化等を反映し適宜見直しを行っている。

• 建屋に接続しているトレンチについては，汚染水の漏えいリスクや建屋へ
の水流入リスク，現場状況を勘案し，溜まり水除去・充填の対応を順次実
施。2017年12月より1号機海水配管トレンチの充填を開始した。

概 要
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（リスク総点検番号：93～102）トレンチの対応について

未対応のトレンチについては、滞留水がある建屋に接続しているトレンチ等を中心に、溜ま
り水の放射性濃度、水量、現場状況を勘案し、下表のトレンチの溜まり水の除去や充填等の
対応を実施中。

放射性物質濃度103Bq/Lレベル以上の滞留水が存在するトレンチについては，2017年度に計
画した対応は完了。102Bq/Lレベル以下のトレンチについては，1.2号機共通配管ダクト2箇
所の部分充填が完了しており，2017年12月より1号機海水配管トレンチの充填を開始した。

◆溜まり水点検結果（滞留水がある建屋に接続しているトレンチ等）（2016.10~2017.1実施）

状況区分
溜まり水の放射性
物質濃度（Cs）・区分

2016年度
点検結果

2017年度対応状況

溜まり水あり

106Bq/Lレベル～ A 0 －

105Bq/Lレベル B 0 －

104Bq/Lレベル

C

1 ・廃棄物処理建屋間連絡ダクト：2017年7月充填完了 （1/1完了）

103Bq/Lレベル 2
・1,2号機共通配管ダクト（１号機北側）：2017年9月部分充填完了
・4号機放射性流体用配管ダクト：2017年11月溜まり水の除去完了（2/2完了）

～102Bq/Lレベル 11

・1,2号機共通配管ダクト（１号機東側）：2017年9月部分充填完了
・1,2号機共通配管ダクト（２号機）：2017年7月部分充填完了
・1号機海水配管トレンチ：2017年12月～充填実施中
・集中環境施設廃棄物系共通配管ダクト：計画中 （2/11完了）

溜まり水なし 2 －

調査困難 10 －

計 26 －
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（リスク総点検番号：93～102）トレンチの対応について
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◆2017年度充填トレンチ

：既対応箇所

水処理建屋～
1号機T/B連絡
ダクト

1号機予備電源
ケーブルダクト 3号機オフガス配管ダクト（北側）

共用プール連絡ダクト

４号機海水配管（SW）トレンチ

４号機薬品連絡ダクト

２号機薬品連絡ダクト

４号機共通配管ダクト（南側）

２号機海水配管（SW）トレンチ

１号機電源ケーブルトレンチ
（2.5m盤）

４号機海水配管トレンチ

共用プール連絡ダクト

（閉塞済区間）

１号機コントロールケーブル
ダクト

廃棄物処理建屋間連絡ダクト
（T.P＋4.8m以上の充填）

２号機ポンプ室
循環水ポンプ吐出弁ピット

３号機ポンプ室
循環水ポンプ吐出弁ピット

４号機ポンプ室
循環水ポンプ吐出弁ピット

１号機ポンプ室
循環水ポンプ吐出弁ピット

：充填予定

部分充填

１、２号機共通配管ダクト

１号機海水配管トレンチ
充填実施中

集中環境施設廃棄物系共通配管ダクト

完了

充填完了

完了

完了

4号機放射性流体用配管ダクト（溜まり水の除去完了）


